
（
明
る
い
心
に
大
き
な
活
力
が

注
ぎ
込
ま
れ
る
）。

③
潜
在
意
識
の
明
朗
化
法
（
朝
、

夜
の
信
念
強
化
の
自
己
暗
示
）。

④
言
葉
の
大
事
（
弱
音
、
不
平
は

心
を
弱
く
す
る
）。

⑤
ヨ
ガ
の
秘
法“

ク
ン
バ
ハ
カ”

（
肛
門
締
め
・
肩
下
げ
・
下
肚

充
実
）。

⑥
安
定
打
座
法
（
瞑
想
、“

空”

の

声
を
聞
く
）。

　

等
が
公
開
講
座
、
修
練
会
で
順

次
教
え
ら
れ
た
。

ご
縁
随
順
、明
る
く
元
気
で

　

そ
の
後
の
私
は
警
察
庁
（
東

京
）
を
経
て
56
歳
ま
で
石
川
県
警

察
に
在
籍
、
そ
の
間
安
保
反
対
闘

争
警
備
現
場
責
任
や
七
尾
火
電
建

設
反
対
闘
争
警
備
責
任
等
を
担
当
。

そ
の
後
金
沢
医
科
大
学
、
金
沢
東

別
院
式
務
部
、
石
川
県
宗
教
連
盟

事
務
局
長
な
ど
に
ご
縁
を
頂
い
た
。

39
歳
の
秋
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

「
近
代
５
種
競
技
」
の
役
員
、
69

歳
の
夏
、
ア
メ
リ
カ
・
ボ
ル
チ
モ

ア
市
で
開
催
さ
れ
た
太
極
拳
世
界

大
会
の
開
会
演
武
に
出
演
の
奇
縁

に
も
恵
ま
れ
た
。
現
在
は
週
２
回

の
太
極
拳
ク
ラ
ブ
、
月
２
回
の
福

祉
セ
ン
タ
ー
講
師
を
続
け
25
年
目

に
な
る
。
本
年
87
歳
、
ま
さ
し
く

老
年
を
迎
え
た
。
様
々
な
ご
縁
を

頂
き
、
感
謝
で
一
杯
。
92
歳
ま
で

元
気
で
活
躍
さ
れ
た
天
風
先
生
の

教
え
を
支
え
に
ご
縁
随
順
、
皆
様

と
共
々
に
「
明
る
く
元
気
で
」
と

念
じ
て
い
る
。（
金
沢
市
）

を
は
じ
め
全
国
各
地
で
講
演
を
続

け
、
昭
和
43
年
（
１
９
６
８
）
92

歳
で
逝
去
さ
れ
た
。

ヨ
ガ
の
秘
法
ク
ン
バ
ハ
カ
な
ど

　

昭
和
35
年
（
１
９
６
０
）、
私

が
35
歳
の
と
き
、
初
め
て
天
風
先

生
の
公
開
講
座
を
受
講
し
た
。
東

京
都
文
京
区
の
護
国
寺
の
月
光
殿

で
、
聴
衆
は
３
０
０
人
程
だ
っ
た
。

当
時
私
は
警
察
大
学
生
で
、
放
課

後
の
外
出
で
聴
講
が
で
き
た
。
先

生
は
羽
織
、
袴
の
颯
爽（
さ
っ
そ
う
）

た
る
姿
、
威
厳
あ
る
風
貌
で
、
時

に
は
べ
ら
ん
め
い
口
調
を
ま
じ
え

笑
い
を
誘
う
講
演
。
教
え
は
「
明

る
い
心
身
の
作
り
方
」
の
具
体
的

実
践
法
の
伝
授
。

①
人
間
の
生
き
る
意
義
の
自
覚

（
宇
宙
の
進
化
向
上
に
寄
与
す

る
使
命
）。

②
大
い
な
る
命
の
恵
み
の
自
覚

日
本
に
帰
国
の
途
次
、
エ
ジ
プ
ト

の
カ
イ
ロ
で
ヨ
ガ
の
聖
者
と
奇
遇
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ

ン
ガ
山
麓
に
あ
る
ヨ
ガ
の
聖
地
に

同
行
。
そ
こ
で
苦
行
約
３
年
、
悟

り
の
境
地
を
開
眼
。
肺
疾
患
治
癒

し
日
本
に
帰
国
。
自
ら
の
体
験
を
、

人
に
伝
え
よ
う
と
一
念
発
起
、
独

自
の
伝
授
法
を
創
案
。
大
正
８
年

（
１
９
１
９
）
か
ら
東
京
日
比
谷

公
園
を
皮
切

り
に
辻
説
法

を
開
始
、
以

来
50
年
間
、

関
東
、
関
西

軍
事
探
偵
か
ら
聖
地
修
行
へ

　

天
風
先
生
は
明
治
９
年
（
１
８

１
６
）、
九
州
柳
川
元
藩
主
の
一

族
、
中
村
三
郎
と
し
て
東
京
で
誕

生
。
日
清
、
日
露
戦
争
に
は
軍
事

探
偵
と
し
て
従
軍
。
戦
後
、
肺
結

核
を
発
症
。
苦
渋
の
解
決
を
求
め

て
単
身
出
国
し
米
欧
を
巡
っ
た
が

効
果
な
く
絶
望
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
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事
務
局
日
誌 

（
２
０
１
３
）

2
・
1

2
・
14

2
・
20

4
・
19

5
・
17

5
・
24

5
・
25

6
・
15

「
世
界
連
邦
石
川
」第
48
号
発
行

石
川
県
連
事
務
局
会
議（
香
林

坊
ア
ト
リ
オ
）

第
41
回
全
国
小
中
学
生
ポ
ス

タ
ー
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
全
国

表
彰（
東
京
）◇
ポ
ス
タ
ー
の
部

特
賞　

岩
田
夏
歩（
金
沢
市
泉

野
小
５
年
）

世
界
連
邦
運
動
協
会
執
行
理
事

会
に
平
口
理
事
長
出
席（
東
京
）

石
川
県
連
事
務
局
会
議（
石
川

県
教
育
会
館
）

世
界
連
邦
運
動
協
会
理
事
会
に

平
口
理
事
長
出
席（
東
京
）

世
界
連
邦
運
動
協
会
全
国
総
会

に
桑
原
豊
理
事
出
席（
東
京
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
）

平
成
25
年
度
石
川
県
連
理
事

会
・
総
会（
香
林
坊
ア
ト
リ
オ
）

編
集
後
記

　

体
の
健
康
と
頭
の
活
発
な
働
き
は
不

離
不
測
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

る
年
齢
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
会
報
を

担
当
し
て
か
ら
も
う
10
年
に
な
り
ま

す
。
後
継
の
若
手
に
譲
り
た
い
願
望
が

募
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
今
号
は
池
田
行
雄
さ

ん
、
村
田
秀
彦
さ
ん
、
徳
村
二
郎
さ

ん
、
冨
岡
省
三
さ
ん
ら
の
献
身
的
な
ご

好
意
を
い
た
だ
き
発
行
が
で
き
ま
し

た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
次
号
は
石

川
県
内
の
世
界
連
邦
推
進
小
中
学
生
ポ

ス
タ
ー
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作

品
が
掲
載
で
き
る
筈
で
す
。
ご
期
待

を
。（
Ｓ
）

俳
句　

初
夏
の
朝

徳　

村　

二　

郎

（
内
灘
町
・
無
所
属
）

サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
渡
る
初
夏
の
朝

椎
の
木
の
巨
木
の
若
葉
迎
賓
館

ア
カ
シ
ア
の
花
の
社
に
投
句
箱

噴
水
を
前
に
安
ら
ぐ
鼓
門

珍
し
く
妻
が
奨
め
る
ビ
ー
ル
か
な

学
校
の
フ
ェ
ン
ス
に
沿
う
て
小
判
草

今
生
の
別
れ
の
会
に
鰻
食
ぶ

天
風
思
想
と
わ
が
人
生池

田

行

雄

世
界
連
邦
石
川
県
連
理
事

池

田

行

雄

世
界
連
邦
石
川
県
連
理
事

写真  冨岡省三写真展「願みる景」から
 （さる6月下旬・しいのき迎賓館で） その②


